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令和６年度赤い羽根共同募金公募配分
誰もが住みよいまちづくり助成事業
令和６年度赤い羽根共同募金公募配分
誰もが住みよいまちづくり助成事業

今年も、10月1日から
赤い羽根共同募金運動が
始まります！
ご協力のほど、
よろしくお願いします。

※共同募金関連の記事は
　２ページにあります。
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令和６年１月に発足
農作業を通して、多世代交流や高齢者が役割をもって
社会参加できる場となることを目的に活動されている

令和６年１月に発足
農作業を通して、多世代交流や高齢者が役割をもって
社会参加できる場となることを目的に活動されている

「荻野小学校区のびのびファーム」「荻野小学校区のびのびファーム」

※この社協だよりは、皆さまからご協力いただいた会費と共同募金の一部で作成しています。
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令和５年度共同募金運動のご報告
毎年、共同募金にご協力いただき、ありがとうございます。
昨年度も赤い羽根共同募金運動（10/1～11/30：募金額7,142,694円）、歳末たすけあい運動（12/1～
12/31：募金額3,757,525円）に沢山のご協力をいただきました。
皆さまから寄せられた募金は、伊丹のまちをより良くするための取り組みに活用させていただいています。

　御願塚６丁目の箟モー
タープールに、鮮やかなオ
レンジ色の募金付き自動販
売機が設置されました。
　その他に、伊丹市内には、
伸幸苑（寺本６丁目150番
地）に１台、伊丹市クリー
ンランド内（豊中市原田西町10番地）に２
台設置されています。
  お近くを通った際は、是非ご確認くだ
さい！

募金付き自動販売機が伊丹市内に追加

募金百貨店プロジェクト参加企業が誕生

『厳選  銘酒飲みくらべセット』
（1,500円税込）

募金百貨店プロジェクトとは？
　参加企業に「地域のためになる募金付き商品」を企画・販売していただき、
売り上げの一部が募金となるプロジェクトです。
　募金は地域福祉活動に活かされるので、企業側の地域貢献活動となるだ
けでなく、購入者にも地域にもメリットのある「三方良し」の仕組みです。

伊丹市立観光物産ギャラリー（伊丹市東有岡1-6-2　JR 伊丹駅構内）

『有岡城  御城印』
（300円税込）

『荒木村重  武将印』
（300円税込）

伊丹ならではの商品です！！

　歳末たすけあい運動は、年の終わり、新しい年を迎えるという特別な時期に、住み慣れた地域で安心して暮らすこと
ができるようにするための募金です。年末の寒波に負けず、街頭募金や戸別募金など温かいご協力をいただきました。

　歳末の募金（前年度繰越金を含む）は、年末年始に行われるクリスマス会やもちつき大会など、地域の
多世代が交流できるイベント等に助成（1,759,508円）、教育資金や法律に関する専門相談会（200,000
円）、無料食糧支援（1,240,193円）に活用されました。

赤い羽根共同募金

歳末たすけあい募金

　高齢者や障がいのある方、子育て
中の親子などが気軽に集い、交流で
きるつどい場を支援しています。

　伊丹市内の登録ボランティア
グループがより充実した活動を
行えるように助成しています。 　新型コロナウイ

ルス特例貸付者を
中心に生活困窮者
への支援の一環と
して、無料食糧支
援を実施しました。

（６ページに掲載）
　おもちゃ遊びを通じ、子どもたちが社会性や想像力を育み、保護者
同士も情報交換や悩み相談ができるつどい場に助成しています。

　地域住民が主体となって取り組む事業に公募を行
い、申請があった団体に対し審査を行ったうえで、活
動に対する助成を行っています。※助成団体につきまし
ては、社会福祉協議会ホームページに掲載しております。

　ひとり暮らし高齢者の安否確
認、孤独感や不安解消のための
電話訪問を支援しています。

地域ふれ愛福祉サロン
2,787,602円

ボランティアグループ活動費助成
601,200円

おもちゃライブラリー運営助成
56,000円

公募配分（誰もが住みよいまちづくり支援事業助成）　1,935,443円 友愛電話訪問
210,628円

社協だより作成
475,950円

無料食糧支援事業
2,621,641円

売り上げの一部が募金となる
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名誉会員

　令和５年４月１日から令和６年３月31日までの１年間に、令和５年度伊丹市社会福祉協議会
会費として760件、1,867,890円の温かいご支援を賜りましたことに厚くお礼申し上げます。

※令和５年４月１日から令和６年３月31日までに会費を納入していただいた方のうち、「広報誌への掲載」
を「可」として下さった方のお名前を掲載しています。次回以降、掲載可否の変更をご希望の方は、ご遠
慮なく伊丹市社会福祉協議会総務課（072-779-8512）までお申し付けください。

伊丹市社会福祉協議会　会員紹介（敬称略）

特別会員

団体会員
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普通会員
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普通会員 １，０００円

団体会員 ３，０００円

特別会員 ５，０００円

名誉会員 ５０，０００円

金額（一口）会員区分

　皆さまからいただいた会費は、地域で
の見守りや助けあいの活動、住民に身近
な存在である民生委員・児童委員や自
治会の活動にも充てられています。
　住民による住民自身のための活動を
より充実させるため、ぜひとも皆様のご
協力をお願いいたします。

○窓口にて：
いきいきプラザ２階の社
協事務局にて現金での支
払を受付します。

○振込にて：
電話等でご連絡いただけ
れば、振込用紙をお送り
します。 

令和６年度
社協会員募集中！

※過去 3 年以内にご協力いただいた方へは毎年
　郵送にてご依頼させていただいております。

お支払方法

　伊丹市社会福祉協議会に対する会員会費が、対価性（反対給付）のない特定寄付
金として扱われることになりました。これにより、確定申告を行うことで、所得
控除と税額控除のいずれか有利な方を選択することができます。税額控除を選択
される場合は、領収書の発行時にお渡しさせていただく「税額控除に係る証明書」
が必要となります。会費を銀行振込していただいた方で証明書が必要な方は、
伊丹市社協総務課（072-779-8512　info@itami-shakyo.or.jp）までお申し出
ください。入金確認後、証明書を郵送させていただきます。

税額控除
について
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伊丹市社会福祉協議会より報告

令和５年度　決算報告・令和６年度　予算
令和５年度決算（単位：円） 収入の部 令和６年度予算（単位：円）

71.0％ 472,792,715 市等受託金 517,034,000 74.9％
16.4％ 109,228,559 県社協・市等助成金 128,852,000 18.7％
2.6％ 17,606,572 共同募金配分金 13,375,000 1.9％
3.0％ 19,958,750 積立預金取崩 11,991,000 1.7％
0.8％ 5,649,856 障害福祉サービス等収入 7,488,000 1.1％
0.9％ 5,876,047 事業収入 6,010,000 0.9％
0.3％ 1,867,890 会費 2,029,000 0.3％
0.4％ 2,345,958 寄付金 983,000 0.1％
0.1％ 1,000,000 助成金 1,000,000 0.2％
0.1％ 432,800 貸付事業収入 863,000 0.1％
4.4％ 29,019,634 その他 649,000 0.1％

収入合計：665,778,781円 収入合計：690,274,000円

令和５年度決算（単位：円） 支出の部 令和６年度予算（単位：円）
69.4％ 454,517,726 人件費支出 514,394,000 74.3％
14.4％ 94,148,242 事業費支出 101,017,000 14.6％
8.8％ 57,628,638 事務費支出 27,505,000 4.0％
2.7％ 17,606,572 共同募金配分金支出 13,375,000 1.9％
2.4％ 16,027,866 積立資産支出 16,167,000 2.3％
0.9％ 5,761,424 助成金支出 9,999,000 1.5％
0.4％ 2,398,757 基金積立資産支出 1,672,000 0.2％
0.7％ 4,434,160 ファイナンス・リース債務返済支出 3,022,000 0.4％
0.1％ 989,460 固定資産取得支出 3,109,000 0.4％
0.1％ 1,038,700 負担金支出 1,045,000 0.2％
0.1％ 624,600 その他支出 1,042,000 0.2％

支出合計：655,176,145円 支出合計：692,347,000円

収入の多くを、伊丹市や兵庫県
社会福祉協議会からの業務委託
金・補助金が占めています。

寄付金収入は、本会の福祉基金
に積み立て、本会が進める社会
福祉事業の経費に充てさせてい
ただきます。

共同募金委員会からの配分金を、
友愛電話訪問などの見守り活動、
地域ふれ愛福祉サロン助成、無
料食糧支援事業などのつながり
づくりに活用しています。

（２ページ参照）

　新型コロナウイルス感染拡大の影響で、収入が減少した方の中には、いまだ生活を立
て直すに至らない世帯も多く、そういった世帯への無料食糧支援を実施しました。食糧
をお渡しする際に、困りごとや不安なことの聴き取りを行い、
必要な支援情報の提供や支援機関とのつなぎを行いました。

▶無料食糧支援を実施しました

令和５年度　事業報告

令和５年８月 令和６年１月

配布食糧数 554世帯 462世帯

　コロナ禍により、地域における住民のつどいの場や交流、見守り、支え合いの機会が減少しましたが、令和５年
５月に、新型コロナウイルス感染症が５類に移行したことで、人々が関わり合いを持ち、相互に支え合う機会が再
開されつつあるとともに、人とひととのつながりを再構築する活動も取り組まれました。
　このような状況の中、令和５年度は、地域の見守り合い・気にかけ合いを広げるべく、「ご近所会」という取り組
みの推進や多様な主体がつながるきっかけづくり、地域住民の複雑化・複合化した支援ニーズに対応する体制の整
備、障がいのあるなしに関わらない誰もが社会参加できる共生福祉社会の推進など、本会の理念である「誰もが自
分らしく安心して暮らしていけるまちづくり」の実現に向け、様々な事業に取り組みました。
　令和５年度の決算報告も踏まえて、今号では２つの事業を紹介します。

事業別予算・決算や
令和６年度事業計画
はホームページから
ご覧ください！
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伊丹市社会福祉協議会　会長感謝状贈呈者伊丹市社会福祉協議会　会長感謝状贈呈者（敬称略）

　伊丹市内で加齢や障がいなどのため自力でごみを捨てるのが困難になった市民については、従来より、介護
サービスや近隣共助の助け合い活動で対応をしてきましたが、その中で対応困難な事案が増加している状況か
ら、その課題解決に向けて「ごみ捨て支援検討会」を立ち上げ、全市的なニーズ把握とそれを踏まえた課題解決
策の検討を行いました。
　検討会には、市内の福祉専門職や地域福祉活動者、学識経験者に加え、行政担当課職員にも参画いただき、
本市において実現可能性のあるごみ捨て支援の方策について検討を重ねました。協議は、①市内各所へのごみ
回収 BOX（コンテナ）の設置について、②住民による助
けあい活動について、③ごみステーションの工夫につい
ての３点を中心に進め、「高齢者等のごみ捨て困難課題に
対するごみ捨て支援策提案書」としてまとめられました。
　この提案書は、「４（市民啓発、地域貢献活動、新規
施策開発、既存施策見直し）×４（市域、日常生活圏域・
近隣共助域・自助域）層のグラデーション」で組み立て
られた「ごみ捨て支援プロジェクト構想」として、多様
な視点から実践できるプロジェクトを構想したものに
なります。

▶「ごみ捨て支援検討会」を開催しました

　地域福祉活動功労者：15名・５団体

個人
池本　光正　　加登　武博　　神村　房江　　狩野　　勇　　古賀　圀男　　小塩　秀子
阪上　文雄　　阪部　茂和　　阪部三枝子　　難波　　学　　濵田　勝義　　松山　　豊
三谷　　稠　　宮内　正次　　矢野　天正

団体 午後のひととき会　　すこやかサロン　　出前喫茶　　なかよし会　　野間ふれあいグループ

　福祉ボランティア活動功労者：３名・２団体

個人 稲垣　光子　　佐々木啓子　　畑間その江

団体 ハレイワ・ハワイアンズ　　三菱電機株式会社 高周波光デバイス製作所 班長自主研修会

　見守り協定事業所：７事業所

ASA 伊丹昆陽　　ASA 伊丹中央　　株式会社東急コミュニティー 阪神北管理センター
株式会社ヨシケイライブリー　　千舟屋　　日本郵便株式会社 伊丹桜ケ丘郵便局
読売センター 阪急伊丹

　毎年、市内の地域福祉活動の推進に貢献いただいている個人・団体の皆さまならびにさまざまな分野
で多大なご協力をいただいている方々に対し、令和６年２月10日に開催しました「令和５年度伊丹市共
生福祉社会フォーラム」にて本会会長より感謝状を贈呈させていただきました。
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■社会福祉法人 伊丹市社会福祉協議会事務局
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市役所
●三師団・
　交通局前
　バス停

消防局

伊丹市立地域福祉総合センター
（いたみいきいきプラザ）内

〒664-0014　伊丹市広畑3-1
　業務時間：月曜日～金曜日　9：00～17：30
　休 業 日：土、日曜日・祝日、年末年始
○総務課 Tel.779-8512  Fax.777-0722
○地域福祉推進室
　＜地域支援課＞
　・地域福祉推進担当　　Tel.785-0860
　・ボランティア・市民活動センター
 Tel.780-1045　Fax.777-0914
　＜総合相談支援課＞
　・地域包括支援センター（基幹型）
 Tel.787-6797　Fax.787-6911
　・地域生活支援センター
 Tel.787-6798　Fax.787-6911
　・福祉権利擁護センター 
 Tel.744-5130　Fax.787-6911
　・権利擁護・資金貸付担当
 Tel.787-6004　Fax.787-6911

伊丹市立障害者福祉センター・障害者デイサービスセンター
（アイ愛センター）内

〒664-0015　伊丹市昆陽池2-10
　業務時間：火曜日～土曜日　9：00～17：30
　休 業 日：日、月曜日、祝日の翌日、年末年始
○障害者支援室
　＜障害者福祉センター課＞
 Tel.772-0221　Fax.780-2897
　・障害者生活支援コーナー　
　・ボランティア・市民活動センター昆陽池分室
 Tel.773-8601
　＜障害者デイサービスセンター課＞
　・障害者デイサービスセンター
 Tel.772-0239　Fax.782-6670

Web

https://www.itami-shakyo.or.jp/          https://blog.livedoor.jp/itamishakyo/ホームページ ブログ

〔
地
図
〕●

伊丹市社協メールニュース購読者募集中！
右のＱＲコードを読み取って空メールを送信してください。

無料

講　座　案　内

　判断能力に支援が必要な認知症高齢者や知的・精神障がい者等が、地域で安心して生活して
いくためには、本人を支援する成年後見制度等の活用や地域の理解、支え合いが大切です。
　認知症や障がい、成年後見制度、福祉諸制度等の講義を通じて、市民後見人として活動する
うえで必要な知識を深めます。

　市立伊丹病院認知症疾患医療センターにおいて、認知症のご本人やご
家族が１人で悩んだり抱え込むことのないよう、認知症についての基本
的な知識に加え、地域の相談窓口・家族会・当事者会・認知症カフェ等
の社会資源を知ることを目的に、本イベントを開催します。

※全日程参加できる方　
※但し、弁護士、司法書士、社会福祉士、精神保健福祉士、公認会計士、税理士、行政書士の資格を有する方は受講対象外

開催日時：令和６年９月３日、10日、17日、24日　10：30～15：30（全４回）　　　　　　　　　 
開催場所：いたみいきいきプラザ３階　
対 象 者：伊丹市在住の権利擁護に関心がある方で、18歳～68歳以下の方（令和６年４月１日現在）

開催日時：令和６年９月26日（木）　14：00～16：00（受付13：30～）　　　　　　　　　 
開催場所：東リいたみホール６階 中ホール（伊丹市宮ノ前1-3-3）
内　　容：①「認知症の方への接し方」
	 　職員によるロールプレイ＆解説で認知症の方への接し方を学びます。
	 ②家族・当事者を支える場　市内の家族会・当事者会についてご紹介します。
	 　「介護者のつどい」　代表　藤田　静夫氏　
	 　「若年認知症の会ふらっと」　代表　水木　直子氏
	 ③展示・資料コーナー　認知症に関する情報、書籍などの資料をご覧いただけます。

■ 市民後見人養成講座

■ 第３回 いたみオレンジフェア　～認知症、1人で悩まず共に繋がろう～

参加費

無料


